
西

本

願

寺

御

殿

梵

文

鐘

銘

考

小

島

通

正

は
し
が
き

西
本
願
寺
飛
雲
閣
の
東
北
に
あ
る
古
鐘
の
銘
文
を
読
ん
で
み
た
い
も

の
と
発
願
し
て
十
有
五
年
の
歳
月
が
経
過
し
た
。
今
日
、

は
か
ら
ず
も

加
藤
諄
、

金
沢
邦
夫
、
両
先
生
の
協
力
に
よ
り
、
鐘
銘
の
拓
本
を
机
上

に
も
た
ら
す
こ
と
が
出
来
た
。
そ
こ
で
鐘
銘
の
第

一
区
よ
り
第
四
区
ま

で
の
解
読
を
試
み
、
第

一
区
を
加
藤
先
生
、
第
二
区
以
下
を
私
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
第
二
区
の
訓
読
並
び
に
校
異
は
既
に
出
来
上
つ

て
印
刷

に
ふ
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
従

つ
て
こ
こ
に
は
第
二
区
以

下
を
誌

す
こ
と
に
し
た
い
。
尚
、

こ
の
採
拓
並
び
に
本
願
寺
に
あ
る
資

料
等
に
関
し
て
武
田
英
昭
師
、
竜
大
図
書
館
の
大
原
義
行
氏
の
お
世
話

に
な
つ
た
の
で
深
謝
の
ほ
か
は
な
い
。

一
 
梵
文

の
解

読

先
づ
鐘
銘
の
第
二
区
、
十
八
行
の
悉
曇
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
六
呪

を
ロ
ー

マ
ナ
イ
ズ
し
て
み
よ
う
。

こ
瓦
に
悉
曇
文
字
を
も
併
記
す
る
の

が
妥
当
で
あ
る
が
紙
数
の
都
合
で
省
略
し
た
。

1
 行

目
 
o
m
 
a
 
m
o
 
g
h
a
 
v
a
i
 
r
o
 
c
a
 
n
a
 
m
a
 
h
a
 
b
u
 
d
r
a

m

a
 

13
字

2
 

〃
 

n
i
 
p
a
 
d
m
a
 
j
v
a
 
l
a
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 
y
a
 
h
u
m
 
p
h
a

t
u
 

12
字

3
 

〃
 

n
a
 
p
a
 
d
m
a
 
j
v
a
 
l
a
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 
y
a
 
h
u
m
 
p
h
a

k
u
 

13
字

4
 

〃
 

t
i
 
p
a
 
d
m
a
 
j
v
a
 
l
a
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 
y
a
 
h
u
m
 
p
h
a

h
u
m
 

13
字

5

〃

u
i
 
p
a
 
d
m
a
 
j
v
a
 
l
a
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 
y
a
 
h
u
m
 
p
h
a
 

13
字

6
 

〃
 

n
i
 
p
a
 
d
m
a
 
j
v
a
 
l
a
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 
y
a
 
h
u
m
 
p
h
a

a

d
a

12

字

7
 

〃
 

u
a
 
p
a
 
d
m
a
 
j
v
a
 
l
a
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 
y
a
 
h
u
m
 
p
h
a

v
a
 
j
a
 

14
字

8
 

〃
 

y
a
 
p
a
 
d
m
a
 
j
v
a
 
l
a
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 
y
a
 
h
u
m
 
p
h
a

d
h
a
 

u
b

14

字

9
 

〃
 

s
a
 

d
h
a
 
j
v
a
 
l
a
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 
y
a
 
h
u
m
 
p
h
a

v
i
 

14
字

西
本
願
寺
御
殿
梵
文
鐘
銘
考
 (小

島
)
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西

本
願

寺

御

殿

梵

文

鐘

銘

考
 
(小

島

)

10
 行

目
 

su
 
d
d
h
e
 
s
a
 
r
v
a
 
k
o
 
r
m
a
 
v
a
 
r
a
 
n
a
 
v
i
 
s
u

d
d
h
e
 
s
v
a
 
h
a
 

14
字

11
 
〃
 

cm
 
d
d
h
e
 
s
a
 
r
v
a
 
k
o
 
r
m
a
 
v
a
 
r
a
 
n
a
 
v
i
 
s
u

i
 
n
d
ri
 

13
字

12
 
〃
 

y
a
 
d
d
h
e
 
s
a
 
r
v
a
 
k
o
 
r
m
a
 
v
a
 
r
a
 
n
a
 
v
i
 
s
u

h
a
 

13
字

13
 
〃
 

n
a
 
d
d
h
e
 
s
a
 
r
v
a
 
k
o
 
r
m
a
 
v
a
 
r
a
 
n
a
 
v
i
 
s
u

c
u
 

12
字

14
 
〃
 

la
 
d
d
h
e
 
s
a
 
r
v
a
 
k
o
 
r
m
a
 
v
a
 
r
a
 
n
a
 
v
i
 
s
u
 

11
字

15
 
〃
 

d
a
 
d
d
h
e
 
s
a
 
r
v
a
 
k
o
 
r
m
a
 
v
a
 
r
a
 
n
a
 
v
i
 
s
u
 

11
字

(
1
)

16
 
〃
 
m
a
 
d
d
h
e
 
s
a
 
r
v
a
 
k
o
 
r
m
a
 
v
a
 
r
a
 
n
a
 
v
i
 
s
u

11
字

17
 
〃
 
la
 
d
d
h
e
 
s
a
 
r
v
a
 
k
o
 
r
m
a
 
v
a
 
r
a
 
n
a
 
v
i
 
s
u
 

11
字

18
 
〃
 

gu
 
d
d
h
e
 
s
a
 
r
v
a
 
k
o
 
r
m
a
 
v
a
 
r
a
 
n
a
 
v
i
 
s
u
 

10
字

以
上
の
中
、

一
、
二
行
目
は
光
明
真
言
、
三
、
四
行
目
は
智
炬
如
来

破
地
獄
真
言
、

五
、
六
行
目
は
滅
罪
真
言
、
七
、
八
、
九
、
十
行
目
は

滅
悪
趣
菩
薩
真
言
、
十

一
、
十
二
行
目
は

一
切
如
来
随
求
真
言
、
そ
し

て
十
三
行

目
よ
り
十
八
行
目
ま
で
が
大
宝
広
博
楼
閣
善
住
秘
密
根
本
陀

羅
尼
で
あ
る
。

次
に
第

三
区
、
十
八
行
と
第
四
区
、
十
三
行
目
ま
で
は
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
で
あ
る
。
即
ち

1
 行
目
 
n
a
 
m
o
 
b
h
a
 
g
a
 
v
a
 
t
e
 
t
r
a
i
 
l
o
 
k
y
a
 
p
r
a
 
t
i
 
v
i

12
字

2
 行

目
 

s
i
 
s
t
a
 
y
a
 
b
u
 
d
d
h
a
 
y
a
 
b
h
a
 
g
a
 
v
a
 
t
e
 
t
a
 
d
y
a
 

12
字

3
 
〃
 

t
h
a
 
o
m
 
v
i
 
s
u
 
d
h
a
 
以

下

不

明
 

(
sa
)
 
(
m
a
)
 
12
字

4
 
〃
 

s
p
 
m
a
 
s
a
 
m
a
 
n
t
a
 
v
a
 
b
h
a
 
s
a
 
s
b
h
a
 
r
a
 
n
a
 
g
a

12
字

5
 
〃
 

t
i
 
g
a
 
h
a
 
n
a
 
以
下

不
明
 
(
p
h
i
)
 

12
字

6
 
〃
 

s
i
m
 
d
d
h
i
 
S
u
 
d
d
h
e
 
j
a
 
y
a
 
j
a
 
y
a

12
字

7
 
〃
 

a
 
d
d
h
i
 
S
u
 
d
d
h
e
 
j
a
 

以
下
不
明

12
字

8
 
〃
 

a
 
d
d
h
i
 
S
u
 
d
d
h
e
 

以
下
不
明

12
字

9
 
〃
 

So
 
d
d
h
i
 
S
u
 
d
d
h
e
 
j
a
 
y
a
 
j
a
 
y
a
 
v
i
 

12
字

こ
れ
以

下

は
紙

数

の
都
合

で

省
略

す

る
。

次

に
第

四
区
、

十

八
行

は
前

述

の
よ

う

に
十

三
行

目

ま

で

は
尊

勝

ダ

ラ

ニ
で
あ

り
、

十

四
行

目

よ

り

十

七

行

目

ま

で

は
薬

師

真

言

で
あ

り
、

十

八
行

目

は
弥

勒
真

言

で

あ

る
。

即

ち

1
 行
目

ta
 
p
a
 
d
m
a
 
j
v
a
 
l
a
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 
y
a

12
字

2
 
〃
 

b
u
 
d
d
h
i
 
S
u
 
d
d
h
e
 
j
a
 
y
a
 
j
a
 
y
a

12
字

(
中
略
)

14
 
〃
 

n
a
 
d
d
h
i
 
S
u
 
d
d
h
e
 
j
a
 

以
下
不

明

13
字

15
 
〃
 

N
y
a
 
d
d
h
i
 
S
u
 
d
d
h
e
 
j
a
 
以

下
不
明

t
e
 13
字
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16
 
〃
 

s
a
m
 
m
y
a
 
k
s
a
m
 
b
u
 

以
下

不

明

13
字

17
 
〃
 

b
h
g
i
 
s
e
i
 
u
y
a
 
b
h
a
i
 
s
e
i
 

以
下

不
明

12
字

18
 
〃
 

o
m
 
(
s
a
i
)
 
(
t
)
r
(
e
)
 
y
a
 
a
 
(
a
v
a
)
 
(
h
a
)
 

7
字

二
 
梵
文

の
校
異

先
づ
第
二
区
、
十
八
行
の
六
叩几
に
関
し
て
は
、
既
に
嘉
永
五
年
五
月

に
京
都
、
伏
見
の
西
養
寺
住
、
西
本
願
寺
勧
学
、
阿
満
得
聞
師
が
広
如

上
人
の
命
に
よ
り
六
兄
の
解
説
と
校
異
と
を
も
の
さ
れ

「
梵
文
鐘
銘
略

釈
」

一
巻
を
著
わ
し
て
お
ら
れ
る
。
従

つ
て
私
に
は
こ
れ
以
上
附
加
す

る
も
の
は
無
い
よ
う
に
思
え
る
。
次
に
第
三
区
と
第
四
区
、
十
三
行
目

ま
で
の
尊
勝
ダ
ラ
ニ
、
続

い
て
十
四
-
十

七
行
目
ま
で
の
薬
師
真
言
、

十
八
行
目
の
弥
勒
真
言
に
つ
い
て
は
、
鋳
造
の
未
完
成
の
た
め
か
文
字

に
不
明

な
箇
所
が
多
く
校
異
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
字
数
を
辿

つ
て

み
て
こ
れ
ら
ダ
ラ
ニ
は
原
文
に
忠
実
に
鋳
刻
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
因
み
に
阿
満
師
は
第
三
区
、
第
四
区
に
関
し
て
は
何
も
触
れ
て

お
ら
れ
な
い
。
さ
て

「梵
文
鐘
銘
略
釈
」
の
六
児
 (
四
頁
-
二
十
頁
)

を
繕
く

こ
と
に
し
よ
う
。
紙
数
の
都
合
上
、
第
二
、
三
、
四
は
省
略
し

た
。第

一

光
明
真
言

o
m
或

ハ
ひ
二
作

ル
)
 仰

月

ノ
形

ハ
摩

多

二
非

ス
荘

厳

点

ナ

リ
本

ト
o
m
ハ

a
 
u
 
m
a
 ノ
三
字
合
ナ
リ
三
身
ノ
義
帰
命
ノ
義
供
養
ノ
義
ア
リ
a
字

本
不
生

ノ
義
仏
ノ
法
身
ノ
徳

二
帰

ス
U
字
福
徳
荘
厳

ノ
義
万
徳
荘
厳
ノ

報
身

ノ
徳
ヲ
顕

ス
m
a
字
我

々
所
不
可
得

ノ
義
応
身

ノ
徳
ヲ
顕

ス
故

二

仏
菩
提
樹
下

二
坐
シ
テ
此
ノ
o
m
字

ヲ
鼻
端

二
観
シ
テ
成
道
シ
玉
フ
是

レ
密
教

ノ
伝
フ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
又
帰
命

ト
ハ
o
m
字

ハ
頂
ノ
種
子
ナ
リ

自
身
ノ
頂
上
ヲ
以
テ
礼
拝
シ
供
養
ス
是
レ
帰
命

ノ
義
ナ
リ
又
o
m
字

ハ

宝
珠
ノ
種
子
ナ
リ
o
m
字

ヲ
鼻
端

二
観
ス
レ

ハ
如
意
珠
ト
ハ
自
心
ノ
カ

タ
チ
ナ
リ
自
己
ノ
心
想
ノ
趣
ク
ト
コ
ロ
ス
ナ

ハ
チ
供
養
ノ
義
ナ
リ
十
方

世
界
ノ
光
明
ヲ
憶
念
シ
テ
供

ス
レ

ハ
o
m
字

ノ
徳

ニ
ョ
リ
テ
燈
明
供
養

ヲ
成
ス

一
切
皆
如
是
供
養
ト

ハ
即
福
徳
ノ
義
ナ
リ
如
是
二
数
多
ノ
義
ヲ

具
ハ
ス
ル
所
謂
総
持

一
文
理
含
衆
徳
是
ナ
リ
a
 
m
o
 
g
h
a
 

ハ
不
空

ノ
義
v
a
i

m
o
 
c
a
 
n
a
 

ハ
遍
照
ノ
義
 
m
a
 
h
a
 
b
u
 
(
n
u
)
 
d
r
a
 

ハ
大
印
ノ
義
阿
開
ナ
リ

m
a
 n
i
ハ
随
意

ノ
義
如
意
珠
ヲ
イ
フ
宝
生
ナ
リ
p
a
 
d
m
a
 

ハ
蓮
華

ノ
義
弥

陀
ナ
リ
 
U
v
a
 
l
a
 
ハ

光
明
ノ
義
不
空
成
就
ナ
リ
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 

ハ
転
ナ

リ
h
u
m
ハ恐
怖

ノ
義

一
切
ノ
魔
障
ヲ
叱
呵

シ
テ
滅
没

セ
シ
ム
又
大
勤
勇

ノ
義

ア
リ
a
 
h
u
m
 
ハ
生
死
即
浬
繋
煩
悩
即
菩
提
即
仏
ノ
義
ナ
リ
p
h
a
 
t
u

ハ
破
壊

ノ
義

一
切
魔
障
ヲ
破
壊

ス
或

ハ
伝

二
o
m
ハ

一
切
真
言
ノ
本
母

ナ
リ
a
 
m
o
 
g
h
a
 
v
a
i
 
r
o
 
c
a
 
n
a
 
m
a
 
h
a
 

ハ
不
空
毘
盧
遮
那

大
印
ナ
リ
 
m
o
 
g
h
a
 
v
a
i
 
r
o
 
c
a
 
n
a
 
m
a
 

ン
摩
尼
珠
即

一
切
如
来

ノ
福
徳
聚
門
即
下
の
大
悲
大
智
所
生

ノ
功
徳

ナ
リ
 
p
a
 
d
m
a
 

ハ
是
レ
蓮

華
即

一
切
如
来
ノ
大
悲
ナ
リ
j
v
a
 
l
a
 

ハ
是
レ
光
明
即

一
切
如
来

ノ
大
智

ナ
リ
 
p
r
a
 
v
a
 
r
t
t
a
 

ハ
易
ナ
リ
転
ナ
リ
謂
ク
前

ノ
諸

ノ
功
徳
此
ノ
真
言
ノ

西
本
願
寺
御
殿
梵
文
鐘
銘
考
 (小

島
)
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西
本
願
寺
御
殿
梵
文
鐘
銘
考
 (小

島
)

功
力

ニ
ョ
リ
テ
成
就
シ
ヤ
ス
シ
又
上
ノ
功
徳
ヲ
転
シ
テ
即
チ
我
身

二
充

満
シ
罪
障

ヲ
転
滅

シ
テ
福
徳
ヲ
転
得
ス
ル
ナ
リ
y
a
ハ
第
四
転
所
為
声
ナ

リ
謂

ク
此

ノ
毘
盧
舎
那
如
来
ノ
大
智
大
悲
不
空
大
印
ノ
為
メ
ニ
印

セ
ラ

ル
、
力
故

一二
二
不
善
根
瀕
泥
中

二
於
テ
即
チ
如
来
無
量

ノ
功
徳
ヲ
印
現

ス
是
故

二
衆
生
縷
三

名
字
ヲ
聞
ク
ニ
即
チ
如
来

ノ
加
持
ヲ
得

ル
乃
至
草

木
土
砂
ヲ
兄ル
ス
ル
ニ
即
チ
仏
徳
ヲ
印
現

ス
ル
h
u
m
ハ因

ノ
義
菩
提
心
ヲ

因
ト
ス
即

一
切
如
来

ノ
菩
提
心
ナ
リ
亦
是

一
切
如
来
不
共
真
如

ノ
妙
体

恒
沙
功
徳
皆
此
ヨ
リ
生
ス
ル
故
能
生
ノ
義
ナ
リ
此
ノ
外
密
教

ノ
深
秘
口

授
ア
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
之
ヲ
略
ス

第
五

一
切
如
来
随
求
真
言

o
n
ハ
上

ノ
如
シ
b
h
a
 
r
a
ハ
牢
実

ノ
義
重
称

ハ
極
牢
実
ヲ
顕

ス
如
来

ノ
大
悲
心

ノ
堅
牢
誠
実
ナ
ル
ヲ
イ
フ
s
a
m
 
b
h
a
 
r
a
 

ハ
禁
ナ
リ
重
称

ハ

極
禁

ヲ
顕

ス
諸
ノ
悪
障
ヲ
禁
断
ス
i
 
n
d
r
i
 
y
a
ト

ハ
i
 
n
d
y
a
m
 
t
i
ハ

熾

盛
光
顕

ノ
義
i
 
d
i
ハ最
勝
自
在

ノ
義
i
 
n
d
a
m
 
t
i
ノ

字
縁
ヲ
以
テ
i

d
i
ノ
字
界

ヲ
助

ル
ト
キ
ハ
i
 
n
d
r
i
 
y
a
旨

ト
ナ
ル
此

二
訳
シ
テ
根
ト
ス

増
上
ノ
義

ヲ
顕

ス
此
ノ
i
 
n
d
r
i
 
y
a
m
ハ

大
勢
用
ア
リ
テ
極
テ
明
顕

ナ

ラ
シ
ム
ル
此
ヲ
根

ト
ス
眼
等

ノ
五
根

ハ
発
識
取
境

ノ
勝
用
ア
リ
故

二
根

ト
イ
フ
又
草
木

ノ
根

ハ
梵
文
m
u
 
l
a
 
ナ

リ
堅
住
不
転

ノ
義
今

ハ
堅
住
不

転
ノ
根

ニ
ア
ラ
ス
謂

ク
如
来

ノ
大
慈
心
堅
牢
誠
実

ニ
シ
テ
諸
ノ
悪
障
ヲ

禁
断

ス
ル
其
ノ
勝
用
増
上
ナ
ル
コ
ト
ヲ
顕
ス
V
i
 
s
u
 
d
h
a
 
t
i
 
ハ

遍
清
浄

ノ
義
煩
悩
所
知
断
尽

ス
是
故

二
遍
清
浄
ナ
リ
h
u
m
ハ
上
ノ
如
シ
r
o
 
r
o

ハ
離
塵

ノ
義
c
a
 
l
e
ハ
動
ノ
義
s
v
a
 
h
a
ハ
上
ノ
如
シ

第
六

大
宝
広
博
楼
閣
善
住
秘
密
根
本
陀
羅
尼

n
a
 
m
a
h
 
s
a
 
r
v
a
 
t
a
 
t
h
a
 
q
a
 
t
a
 
n
a
m
 
ハ

上

ノ
如

シ
o
m
ぢ亦
上
ノ
如

シ
v
i
 
p
u
 
l
a
 
ハ

広
博

ノ
義
又
大
円
満
ノ
義

ア
リ
g
a
 
r
b
h
a
 
ハ

虚
空
ナ
リ

広
大
ナ
ル
コ
ト
虚
空
ノ
如
シ
ト
顕

ス
g
a
 
r
b
h
a
ハ

亦
蔵

ノ
義
胞
胎
ノ
義

モ
ア
リ
m
a
 
n
i
 
p
u
 
r
b
h
a
ハ

如
意
宝
光
ナ
リ
 
t
a
 
t
h
a
 
g
a
 
a
t
ハ

如
来
ナ

リ
n
i
 
d
a
 
r
s
a
 
n
e
ハ

憧
ナ
リ
k
e
 
t
u
モ
憧
ナ
リ
m
a
 
n
i
 
m
a
 
n
i
董

称

ハ
無

垢
妙
光
ヲ
顕

ス
s
u
 
p
r
a
 
b
h
e
ハ
s
u
ハ

善
ノ
義
妙

ノ
義
 
s
u
 
p
r
a
 
b
h
e
ハ

妙

光
ナ
リ
v
i
 
m
a
 
l
a
 
ハ

無
垢

ノ
義
s
a
 
g
a
 
H
a
 
ハ

海

ナ
リ
g
a
 
m
b
 
h
i
 
H
a
 

ハ

甚
深

ノ
義
 
h
u
m
 
h
u
m
ぢ

ハ
上
ノ
如
シ
j
v
a
 
l
a
ハ
放
光
重
称

ハ
大
放
光
ナ

リ
b
u
 
d
d
h
a
 
ハ

覚
ト
翻
ス
v
i
 
l
o
 
k
i
 
t
e
ハ

観
ナ
リ
g
u
 
h
y
a
 
ハ

秘
密
ナ
リ

v
i
 
s
t
i
 
t
a
ハ

加
持
ナ
リ
g
a
 
r
b
h
a
 
ハ

如
虚
空
ナ
リ
s
v
a
 
h
a
ハ
上

ノ
如

シ

己
上
略
釈
詑

ル

校
異
 
(
二
十

一
頁
-
二
十
二
頁
)
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光
明
真
言
ノ
b
u
 
d
r
a
ノ
b
u
通

途

m
u
二
作

ル
破
地
獄
真
言

ノ
n
a
 
m
o
ノ

(
2
)

下
通
途
b
h
a
 
g
a
 
v
a
 
t
e
ノ

四
字

ア
リ
S
i
 
t
i
或
ハ
s
i
 
t
i
二

作
ル
滅
罪
真

言
ノ
v
i
 
m
i
 
H
i
ノ
n
i
云

ハ
m
a
二
作

ル
i
ノ
摩
多
ナ
シ
滅
悪
越
真
言
ノ
中

so
字
通
途
総
テ
通
途

ニ
ハ
Su
二
作

ル
t
a
 
d
y
a
 
t
h
a
 
t
h
a
ノ
t
h
a
一

字
衛

ス

s
u
 
d
d
h
e
一

ニ
s
u
 
d
d
h
e
 
一
ニ
S
u
 
d
d
h
e
 
二

作
ル
宝
楼
閣
陀
羅
尼
ノ
中
後

ノ
t
a
 
t
h
a
 
t
h
a
ノ
t
h
a
字

ノ
下
ga
字
ヲ
脱

ス
n
i
 
d
a
 
s
a
 
n
e
通
途
n
i
 
d
a
 
r
a

s
a
 
n
e
二
作

ル
或

ハ
H
a
 
s
a
含

シ
テ
r
s
a
二作
ル
モ
ア
リ
b
u
 
d
d
h
a

ノ
上
ノ

ニ
字
通
途

ニ
ナ
シ
恐
ク

ハ
術
欺
摺
ノ
銘
文

二
対
映
シ
テ
ミ
ル
ベ
シ

三

御

室
法
親
王
と
は

大
日
本
仏
教
全
書
、
寺
誌
、
二
四
四
頁
の

「
山
城
州
葛
野
郡
楓
野
大

堰
郷
広
隆
寺
来
由
起
」
を
見
る
と
広
隆
寺
、
建
造
物
の
中
、
次
の
文
章

シ

ヲ

が
読

め

る
。
即

ち

鐘

楼

一
宇
。
高

三

丈
。

銅

鐘

一
口
。

少
納
曽
、入
道
嬬
西
為
罪銘

御
室
法
親
王
書
二梵
字
一

レ

シ

ヲ

ノ

ス

夫
広
隆
寺
者
、

上
宮
太
子
濫
凋
触
之
一秦
川
勝
草
劃
創
之
一本
朝
之
仏
法

コ
コ
ニ

ル

オ
ヨ
ビ

ニ

ノ

リ

ノ

ニ

タ

愛

始
・此
地
之
繁
昌
被
レ
今
、
霊
験
奇
異
言
語
道
断
事
在
二前
紀
一不
レ須
ニ

ク
ヲ

ゐ

チ

ヒ

ニ

シ
ク

復
説
一於
レ是
久
安
六
年
正
月
十
九

日
仁
祠
忽
逢
二
回
禄
之
蕨
一住
侶
空

ツ

ヲ

モ

シ
ム
ト

ル
ヲ

ト

タ
ぐ

ズ

ル
ル
ヲ

ヲ

イ

隔
二簗
巴
之
術
一錐
レ
悲
二
霊
寺
之
為
レ
一灰
、
唯

感
二験
仏
之
免
レ
輔
姻
、
方

マ

ク

テ

ヲ

ニ

ウ

ヲ

ニ

ル

ヲ

今
仏
閣
僧
院
、
鐘
楼
、
経
蔵
、
悉
尋
二基
趾
一新
加
二
修
復

一故
錯
一洪
鐘
一

チ

リ
テ

ヲ

ク

即
作
レ
銘

日
シ

ヲ

ニ

ル

キ

ヲ

サ
ル

髭
氏
呈
レ
巧

錯
範
既
成

朱
火
吐
レ
焔

赤
銅
錬
精

ハ

ゲ

ヲ

ハ

ス

ヲ

ヒ

ニ

ヲ

ジ

シ
テ

ニ

ニ

ル

雄
竜
挙
レ首

鯨
魚
発
レ声

従
レ風
夕
報

和
レ
霜
秋
鳴

エ
テ

ノ

ニ

ス

ノ

ニ

ニ

リ

ヲ

カ
ス

聞
二
有
頂
上
二
達
二無
間
城
一

菩
提
暁
至

妄
想
眠
驚

シ
テ

タ

ヲ

ス

ヲ

ナ
ル

ス

ヲ

不
レ
待
三
二
下
剛

利
判
益
四
生
一

宣

哉
法
器

乾
椎
標
レ名

叙
上
割
注
に
御
室
法
親
王
と
あ
る
の
は
誰
で
あ

ろ
う
か
。
答
え
は
仁
和

寺
第
五
代
の
門
跡
、
紫
金
台
寺
御
室
、
覚
性
で
あ
ろ
う
。

そ
の
理
由
は

『
広
隆
寺
由
来
記
』
に
広
隆
寺
が
久
安
六
年
炎
上
の
後
、
十
六
年
を
経

て
二
条
院
御
宇
、
永
万
元
年
(
1
1
6
5
)

六
月
十
三

日
に
当
寺
造
営
供
養
の

法
廷
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
誌
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
こ
の
鋳
造
が
永

万
元
年
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
他
方
、
『
御
室
相

承
記
』
に
よ
る
と
覚
性
の
生
誕
は
大
治
四
年
七
月
二
十
日
 
(
1
1
2
9
)
 

で
死

去
が
嘉
応
元
年
十
二
月
二
十
七
日
 
(
1
1
6
9
)
 

と
な

つ
て
い
る
。
す
る
と
永

万
元
年
は
覚
性
が
亡
く
な
る
五
年
前
、
即
ち
三
十
六
歳
の
時
の
筆
跡
と

考
え
ら
れ
る
が
如
何
。

と
も
あ
れ
こ
れ
ら
梵
字

の

一
字

一
字
が
光
透
波

と
な
つ
て
世
界

の
隅

々
ま
で
も
響
き
渡
る
こ
と
を
念
願
し
た
い
。

1
 
宝
楼
閣
陀
羅
尼
の
中
後
、
十
六
行
目
の
字
数
を
坪
井
良
平

「日
本
古
鐘

銘
集
成
」
五
八
頁
-
五
九
頁
に
は
十
二
字
と
数
え
て
い
る
が
こ
れ
は
十
一

字
で
あ
る
。

2
「
梵

文
鐘
銘
略
釈
」
の
一
頁
、
十
頁
に
 
b
h
a
 
g
a
 
v
a
 
t
e
 
の

四
字
を
挿
入

し
て
あ
る
が
、
鐘
面
に
は
こ
の
四
文
字
は
見
え
な
い
。
思
う
に
十
三
字
と

い
う
字
数
を
揃
え
る
た
め
に
四
文
字
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

未
完

(竜
谷
大
学
教
授
)

西
本
顔
寺
御
殿
梵
文
鐘
銘
考
 (小

島
)
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